












　秋晴れの 10 月 10 日㈬、全校あげて姉妹校シ
ングルトン高校の訪問団と交流しました。『日本
の高校生活を丸ごと体験してもらおう！』と、多
彩な学習内容を特徴とする高畠高校らしく、訪問
団には様々な授業に分かれてのプログラムを準備
し、期待以上の交流ができました。
　早朝の歓迎に始まる校内の移動や次のプログラ
ムへの誘導もすべて本校生がプロデュースし、お
もてなしの心を形にできたと思います。教員も英
語を交えながらの授業を展開し、国際色豊かな授
業となりました。昼食時においては、本校生が握っ
たおにぎりやホットドックを片手に交流の輪が広
がりました。シングルトン高校にはない全員清掃
や部活動も体験し、日本の高校生活を感じた１日
になったことと思います。この出会いが両校生徒
の次の１歩を踏み出す機会になることを期待して
やみません。ご協力いただいた関係者の方々に心
よりお礼申し上げます。

高畠高校　奥山校長先生

【歓 迎 式 典 】　歓迎の言葉、訪問団代表あいさつ
　　　　　　　琴の演奏・ソーラン踊り・学校紹介
【日本文化体験】　折り紙　琴　書道　花笠踊り
【授業体験①】　国語表現など１１科目の授業
【剣 道 紹 介 】　剣道デモストレーション
【昼 食 交 流 】　中庭でランチパーティ
【授業体験②】　現代社会など 7科目の授業
【スポーツ交流】　ボッチャ
【清 掃 体 験 】　
【部活動交流】　16 の部活動を見学 ･体験

●
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Welcome  to Takahata

　10月 7日㈰～ 11日㈭の間、姉妹都市として交流を続け
ているオーストラリアシングルトンから 27 人の生徒と先
生が訪れ、ホストファミリーや訪問した中学校・高校の生
徒と交流を深めました。9日㈫には高畠中学校を訪問し、
授業や勾玉作り、体育祭の練習などを体験しました。初め
のうちはお互いの文化の違いに戸惑いを見せていた生徒達
も徐々に慣れ、放課後には別れを惜しんで涙を流す姿も見
受けられました。翌日の高畠高校での交流の様子は下段を
ご覧ください。
　全日程において多くのみなさまのご協力をいただき、大
変充実した 4日間となりました。
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　町では、子どもの未来を応援し、子どもの「夢」
の実現の手助けとなる事業を実施します。今年度は、
「しょく（食、職）」を通して子どもたち自身の「生
きる力」と「将来の夢」を持てるきっかけ作りをお
手伝いします！日常にあってもなかなか体験できな
いことを、お子様に触れさせてみませんか？

▶申込方法 / 町福祉こども課備え付けの申込用紙または、町ホームページ掲載の申込用紙に必要事項を記
　入の上、お申込みください。（郵送・FAX可）
※申込みは先着順にさせていただきます。
※原則２回連続参加。どちらか一方の参加でも可能です。
▶申込締切 /12 月 10 日（月）
▶問合せ先 / 福祉のまちづくり実行委員会事務局（町福祉こども課内）　　　☎（52）３５６４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　FAX（52）１５４３

たかはた町民講座
をご紹介します

▶問合せ先／町社会教育課社会教育係
☎（52）４４８７

　町民講座として活動したことはないのですが、
和服を着るとなると、着物を準備することとなり、
話を聞いてみようと思っても、サークル活動でも
なければなかなか参加する機会がないような気が
します。
　今年も青竹ちょうちんパレードが行われまし
た。気軽に着られて楽しめる浴衣を着てみたいと
思っている人がいるかと思いますが、浴衣は、元
来湯上り着や寝巻きといった略式着でした。江戸
時代頃に、夏祭りや花火鑑賞などの外出着として
定着していったとされています。夏の風物詩とし
て愛され、日本の民族衣装といえるでしょう。
　伝統的な衣類の良さを再認識してみてはいかが
でしょうか。人数に制限はいたしません。気軽に
講座に参加してみてはいかがですか？

「和服・聞く・着る講座」

講座紹介

講師名／市川  長子   氏

高畠町福祉のまちづくり重点プロジェクト

体験事業参加者募集
子どもが学ぶ「食と職」

お弁当作り体験
第一回

「食」

日時：12 月 15 日㈯ 10 時～ 14 時
場所：町総合交流プラザ
対象：小中学生（定員：30 人）

子どもたちがごはんを炊き、おかずを作り、詰めたお弁当を大
切な人に食べてもらおう！（調理は子どものみで行い、作った
お弁当は会場で保護者といっしょに食べます。）

「幸せになるお弁当作り！」

いろいろなお仕事を体験
第二回

「職」

日時：２月 23 日㈯ 10 時～ 14 時
場所：糠野目生涯学習館
対象：小中学生（定員：30 人）

現場で働くプロの方に仕事の話を聞き、体験してみよう！体験
ごとに、食べ物や飲み物と交換できるチケットをもらってお買
いものもしよう！（チケットは、イベント内のみ使用可能です。）

「プロから仕事を学べるチャンス！」

プロデューサーの眼
価値ある資源を未来に

“No. ５” 
　こんにちは！サムライ先生こと、外薗明博です！９月に
Mt.Fuji イノベーションキャンプ（山梨県主催）、11 月に
みちのくイノベーションキャンプ（東北大学、山形大学共
催）に出場し、２回とも決勝までに進み、「私が高畠で挑
戦したいビジョン」について 300 名以上の有識者（大企
業 30社、東北 6県の国立・私立大学、VC、投資家）たちに、
7分間のプレゼンテーションを行いました。
　昨年 10 月から約 400 日間の高畠町でのプロデュース
活動と、私のこれまでの 34年間の経験、ノウハウ、人脈
などの全資源を統合して生まれた、‘ 三方よしの事業ビジョ
ン ’ です（これについては全方位の協力が必要なのでもう
少し先に）。
　さて、「世界の中での高畠町にしかない強みとは何で
しょうか？」その答えは、現代社会のニーズ（日常で人々
が直面している悩み）の中にあります。私は、「健康産業」
「福祉産業」「スクール事業」の分野で高畠に可能性を感じ
ています。それを踏まえた上で、この町にしかない私が思
う価値は ‘1973 年から続く、45年間の有機農業運動実践
と都市農村交流・受入れ事業の実践の歴史 ’ です。この強
みに新たな価値を組み合わせることで、強化することがで
きます。
　次回は、新たな価値をつくるために「何をどのように強
化すればいいのか？」
についてお伝えさせていただきます。

 ‘One step of us to change the world
（世界を変えるのは私たちの一歩）’

外
ほかぞの

薗  明
あきひろ

博 さん
出身：愛知県
年齢：34 歳

地域活力創生
プロデューサー

・今までの経験から考える

・前例踏襲思考

・既存の枠組みを越えられない

・若い起業家が生まれない

・グローバル視野の欠如

・異業種、異質な存在から学ぶ

・常に、進化発展思考

・既存の枠組みに囚われない

・若い起業家が多数誕生している

・世界市場を考え、動いている

＜活力が生まれない深層課題＞

＜活力を生み出す秘訣＞

地域おこし
協力隊通信

豊
としま

嶋 莉
り の

乃 

vol. 35

　高畠の地域おこし協力隊になり、初めての秋～冬を迎えています。四
季折々の自然を楽しめる高畠、ますます魅力を感じています。先日熱中
小学校の生徒向けに、二井宿の中川健義牛舎で搾乳体験を実施しました。
生徒のほとんどが初二井宿で、季節柄、ちょうど紅葉もしている時期だっ
たため、空気が澄んでいる二井宿に大喜びの様子でした。搾乳体験では、
ミルクが出たとき「わぁ！すごい！」と喜びと驚きの声が上がり、「お
腹あったかいね！」「血管すごいね！」など、実際触れてみて分かった
ことがあり、企画した喜びを感じました。その後、採れたてのミルクを
ホットミルクで頂き、まろやかさや甘さに驚き、生徒含め、私もおかわ
りをするほどでした。大変充実した搾乳体験となったと思います。
　熱中小の生徒は、高畠に訪れる機会が多いため、せっかく来てもらう

テーマ：

世界の中で高畠町にしかない強みとはなにか

のならば…、と今後たくさんの高畠を
知ってもらいたいと思っております。そ
こで、高畠地域住民との交流を深め、さ
らに高畠を盛り上げていきますので、宜
しくお願い致します！
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